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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集合住宅の各住戸の住戸玄関に設置され集合住宅内にて発生した火災を警報表示するた
めの表示灯（２０２）及び前記火災の発生を警報発報するためのスピーカ（２０３ｂ）を
有する玄関子機（２ａ、２ｂ、・・・）と、住戸内に設置され２線の伝送路（Ｌ3a、Ｌ3b
、・・・）を経由して前記玄関子機に接続される居室親機（３ａ、３ｂ、・・・）とを備
える集合住宅インターホン装置であって、
　前記居室親機には、待受時、前記玄関子機からの呼出時又は当該玄関子機との間の通話
成立時において前記２線の伝送路を経由して前記玄関子機に給電するための親機電源部（
３０５）と、前記集合住宅内にて前記火災が発生したときに前記表示灯を駆動させる制御
信号及び前記スピーカにて出力させる警報音等の音信号を生成するための信号生成部（３
０７）と、前記集合住宅内にて前記火災が発生し前記親機電源部の動作が停止したとき、
前記集合住宅内に設置される非常電源（５）を受電して前記信号生成部を駆動させるため
の非常電源給電部（３０８）とを備え、
　前記玄関子機には、前記２線の伝送路を経由して前記居室親機から給電される電源の有
無を検出するための電源検出部（２１０）と、前記２線の伝送路を経由して前記居室親機
から伝送されてくる前記制御信号及び前記音信号をそれぞれ分離するための信号分離部（
２１１）と、前記信号分離部にて分離された前記制御信号について全波整流、波形整形等
の所定の信号処理を行うための制御信号処理部（２１２）と、前記電源検出部にて検出さ
れる無給電時において前記２線の伝送路から前記制御信号処理部への信号伝送ラインを形
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成するための第１の切換スイッチ（２１３）と、前記電源検出部にて検出される無給電時
において前記制御信号処理部から前記表示灯への信号伝送ラインを形成するための第２の
切換スイッチ（２１４）と、前記電源検出部にて検出される無給電時において前記信号分
離部から前記スピーカへの信号伝送ラインを形成するための第３の切換スイッチ（２１５
）とを備えることを特徴とする集合住宅インターホン装置。
【請求項２】
　前記居室親機の前記信号生成部は、前記表示灯をＰＷＭ駆動して点消灯させ、前記点消
灯の周期を時間の経過に伴い変化させるための制御信号を生成することを特徴とする請求
項１記載の集合住宅インターホン装置。
【請求項３】
　前記居室親機の前記信号生成部は、前記表示灯をＰＦＭ駆動して点滅させ、前記点滅の
周期を時間の経過に伴い変化させるための制御信号を生成することを特徴とする請求項１
記載の集合住宅インターホン装置。
【請求項４】
　前記居室親機の前記信号生成部は、前記表示灯の電圧振幅をＰＡＭ駆動して前記電圧振
幅を時間の経過に伴い変化することで当該表示灯の光量を増加させることを特徴とする請
求項１記載の集合住宅インターホン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マンション等の集合住宅に設置される集合住宅インターホン装置に係り、特
に、集合住宅内にて発生した火災を、住戸内に設置される居室親機の制御により住戸外に
設置される玄関子機にて警報報知（警報表示、警報発報）することができる集合住宅イン
ターホン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、図５のシステム説明図に示す構成の集合住宅インターホン装置が開示されて
いる。
【０００３】
　この集合住宅インターホン装置は、集合住宅の集合玄関に設置される集合玄関機５０１
と、集合住宅の複数の住戸の住戸玄関にそれぞれ設置される玄関子機５０２ａ、５０２ｂ
、・・・と、集合玄関機５０１又は玄関子機５０２ａ、５０２ｂ、・・・からの呼出しに
応答して音声信号を送受信することで通話を成立させるとともに集合玄関機５０１及び玄
関子機５０２ａ、５０２ｂ、・・・のうち少なくとも集合玄関機５０１にて生成される映
像信号を出画するために複数の住戸の住戸内にそれぞれ設置される居室親機５０３ａ、５
０３ｂ、・・・と、集合玄関伝送路Ｌ501を経由して接続される集合玄関機５０１、住戸
伝送路Ｌ502から住戸毎の中継器５０４ａ、５０４ｂ、・・・を経由して接続される居室
親機５０３ａ、５０３ｂ、・・・をそれぞれ制御するための制御機５０５とを有している
。
【０００４】
　なお、居室親機５０３ａ、５０３ｂ、・・・にはそれぞれ、３線の子機／親機伝送路Ｌ
503a（Ｌ530、Ｌ531、Ｌ532）、Ｌ503b（Ｌ530、Ｌ531、Ｌ532）、・・・を経由して玄関
子機５０２ａ、５０２ｂ、・・・が接続されており、このような、接続の態様としては、
例えば、非特許文献１に記載のセキュリティドアホンが開示されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】アイホン総合カタログ２００５／２００６年版（例えば、第６１頁に記
載のセキュリティドアホン「ＱＦ－ＤＫ、ＱＥ－１Ｍ－Ｔ及び増設非常押ボタンの組合わ
せ」、「ＱＦ－ＤＫ、ＱＥ－１ＧＴ－１１、ガス漏れ警報器及び増設非常押ボタンの組合
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わせ」等）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、背景技術に記載した図５に示す集合住宅インターホン装置によれば、居
室親機５０３ａ、５０３ｂ、・・・の制御により玄関子機５０２ａ、５０２ｂ、・・・に
て警報報知（警報表示、警報発報）させるにあたっては、警報表示を行うための制御信号
を伝送する信号伝送路Ｌ530、警報発報を行うための警報音等の音信号を伝送する信号伝
送路Ｌ531、給電（電源供給）のためのグランド線路Ｌ532の３線が必要であった。
【０００７】
　本発明は、この難点を解消するためになされたもので、集合住宅内にて発生した火災を
、２線の伝送路を経由して接続される居室親機の制御によって玄関子機にて警報報知（警
報表示、警報発報）することができる集合住宅インターホン装置を提供することを目的と
している。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述の目的を達成するため、本発明の第１の態様である集合住宅インターホン装置は、
集合住宅の各住戸の住戸玄関に設置され集合住宅内にて発生した火災を警報表示するため
の表示灯及び火災の発生を警報発報するためのスピーカを有する玄関子機と、住戸内に設
置され２線の伝送路を経由して玄関子機に接続される居室親機とを備えている。居室親機
には、待受時、玄関子機からの呼出時又は当該玄関子機との間の通話成立時において２線
の伝送路を経由して玄関子機に給電するための親機電源部と、集合住宅内にて火災が発生
したときに表示灯を駆動させる制御信号及びスピーカにて出力させる警報音等の音信号を
生成するための信号生成部と、集合住宅内にて火災が発生し親機電源部の動作が停止した
とき、集合住宅内に設置される非常電源を受電して信号生成部を駆動させるための非常電
源給電部とを備えている。玄関子機には、２線の伝送路を経由して居室親機から給電され
る電源の有無を検出するための電源検出部と、２線の伝送路を経由して居室親機から伝送
されてくる制御信号及び音信号をそれぞれ分離するための信号分離部と、信号分離部にて
分離された制御信号について全波整流、波形整形等の所定の信号処理を行うための制御信
号処理部と、電源検出部にて検出される無給電時において２線の伝送路から制御信号処理
部への信号伝送ラインを形成するための第１の切換スイッチと、電源検出部にて検出され
る無給電時において制御信号処理部から表示灯への信号伝送ラインを形成するための第２
の切換スイッチと、電源検出部にて検出される無給電時において信号分離部からスピーカ
への信号伝送ラインを形成するための第３の切換スイッチとを備えている。
【０００９】
　また、本発明の第２の態様である集合住宅インターホン装置は、本発明の第１の態様に
おいて、居室親機の信号生成部は、表示灯をＰＷＭ駆動して点消灯させ、点消灯の周期を
時間の経過に伴い変化させるための制御信号を生成するものである。
【００１０】
　また、本発明の第３の態様である集合住宅インターホン装置は、本発明の第１の態様に
おいて、居室親機の信号生成部は、表示灯をＰＦＭ駆動して点滅させ、点滅の周期を時間
の経過に伴い変化させるための制御信号を生成するものである。
【００１１】
　また、本発明の第４の態様である集合住宅インターホン装置は、本発明の第１の態様に
おいて、居室親機の信号生成部は、表示灯の電圧振幅をＰＡＭ駆動して電圧振幅を時間の
経過に伴い変化することで当該表示灯の光量を増加させるための制御信号を生成するもの
である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の集合住宅インターホン装置によれば、居室親機の親機電源部から２線の伝送路
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を経由して玄関子機への給電（電源供給）の有無を電源検出部にて検出し、この電源検出
部にて検出される給電時又は無給電時の相違に応じて第１乃至第３の切換スイッチを制御
することで、居室親機の信号生成部にて生成される、玄関子機の表示部にて警報表示を行
うための制御信号及び玄関子機のスピーカにて警報発報を行うための警報音等の音信号の
信号伝送ラインを切換え、さらには無給電時における信号生成部の動作電源を非常電源に
より確保するとともに、無給電時において受動機能のみで構成された信号分離部の動作を
確保することができる。これにより、給電時又は無給電時の相違を問わずして、集合住宅
内にて発生した火災を、配線の省線化が図られた２線の伝送路を経由して接続される居室
親機の制御によって玄関子機にて警報報知（警報表示、警報発報）することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の実施例による集合住宅インターホン装置の全体構成を示すシス
テム説明図である。
【図２】図２は、本発明の実施例による集合住宅インターホン装置において、玄関子機の
具体的な構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、本発明の実施例による集合住宅インターホン装置において、居室親機の
具体的な構成を示すブロック図である。
【図４】図４（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）はそれぞれ、本発明の実施例による集合住宅インタ
ーホン装置において、居室親機の信号生成部にて生成される制御信号のパターン例を示す
パルス波形図である。
【図５】図５は、従来例による集合住宅インターホン装置の全体構成を示すシステム説明
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の集合住宅インターホン装置を適用した実施の形態例について、図面を参
照して説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の実施例による集合住宅インターホン装置の全体構成を示すシステム説
明図であって、マンション等の集合住宅に設置されるものである。この集合住宅インター
ホン装置は、集合住宅の集合玄関に設置される集合玄関機１と、集合住宅の複数の住戸、
ここでは、Ａ号室、Ｂ号室、・・・のような複数の住戸の住戸外、例えば、住戸玄関にそ
れぞれ設置され、後述する居室親機３ａ、３ｂ、・・・を呼出して音声信号を送受信する
ことで通話を成立させるとともに映像信号を生成し、さらには集合住宅内にて発生した火
災を報知（警報表示、警報発報）する玄関子機２ａ、２ｂ、・・・と、前述の各住戸の住
戸内にそれぞれ設置され集合玄関機１又は自住戸の玄関子機２ａ、２ｂ、・・・からの呼
出しに応答して音声信号を送受信することで通話を成立させるとともに集合玄関機１及び
（自住戸の）玄関子機２ａ、２ｂ、・・・のうち少なくとも集合玄関機１にて生成される
映像信号を出画し、さらには集合住宅内にて発生した火災を報知（警報表示、警報発報）
する居室親機３ａ、３ｂ、・・・と、前述の各住戸や当該集合住宅の共用部等に設置され
火災の発生を感知するための火災センサ４ａ、４ｂ、・・・と、集合住宅内に設置される
非常電源５と、集合玄関伝送路Ｌ1を経由して接続される集合玄関機１、住戸伝送路Ｌ2を
経由して接続される玄関子機２ａ、２ｂ、・・・をそれぞれ制御するための制御機６とを
有している。
【００１６】
　なお、玄関子機２ａ、２ｂ、・・・は、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、
Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31、・・・）、・・・を経由して居室親機３ａ、３ｂ、・・・に接続され
ている。また、火災センサ４ａ、４ｂ、・・・及び非常電源５は、個別又は共通の伝送路
（電源供給路）、ここでは、個別のセンサ伝送路Ｌ4a、Ｌ4b、・・・、共通の非常電源供
給路Ｌ5をそれぞれ経由して居室親機３ａ、３ｂ、・・・に接続されている。なお、火災
センサ４ａ、４ｂ、・・・については、図１に示すような個別のセンサ伝送路Ｌ4a、Ｌ4b
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、・・・を経由した接続の態様に限定されるものではなく、共通のセンサ伝送路（図示せ
ず。）を経由して居室親機３ａ、３ｂ、・・・に接続することもできる。
【００１７】
　同図において、集合玄関機１には、（集合玄関）操作部１００、（集合玄関）映像撮像
部１０１及び（集合玄関）通話部１０２が備えられている。ここで、操作部１００は、集
合玄関に居る来訪者が特定の住戸内に在室中の居住者を呼出すための操作を行うものであ
り、例えば、テンキーボタン１００ａや呼出ボタン１００ｂにて構成されている。また、
映像撮像部１０１は、操作部１００（１００ａ、１００ｂ）にて所定の呼出操作を行った
来訪者の映像や集合玄関の周囲近傍の映像を撮像して映像信号を生成するためのものであ
り、例えば、ＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の各種の映像撮像媒体にて構成されている。さらに、通
話部１０２は、来訪者が呼出先である（特定の）居住者との間で通話を成立させるための
音声信号を送受信するものであり、例えば、マイク１０２ａ及びスピーカ１０２ｂにて構
成されている。
【００１８】
　玄関子機２ａ、２ｂ、・・・はそれぞれ同様な構成であって、（子機）操作部２００、
（子機）映像撮像部２０１、（子機）表示灯２０２及び（子機）通話部２０３が備えられ
ている。ここで、操作部２００は、住戸玄関に居る来訪者が住戸内に在室中の居住者を呼
出すための操作を行うものであり、例えば、呼出ボタン２００ａにて構成されている。ま
た、映像撮像部２０１は、操作部２００（２００ａ）にて所定の呼出操作を行った来訪者
の映像や住戸玄関の周囲近傍の映像を撮像して映像信号を生成するためのものであり、例
えば、ＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の各種の映像撮像媒体にて構成されている。また、表示灯２０
２は、火災センサ４ａ、４ｂ、・・・にて感知される（集合住宅内にて発生した）火災を
警報表示するためのものであり、例えば、ＬＥＤ等の発光媒体にて構成されている。さら
に、通話部２０３は、来訪者が呼出先である居住者との間で通話を成立させるための音声
信号を送受信するものであり、マイク２０３ａ及びスピーカ２０３ｂにて構成されている
。また、通話部２０３を構成するスピーカ２０３ｂは、前述の通話機能のみならず、火災
センサ４ａ、４ｂ、・・・にて感知される（集合住宅内にて発生した）火災を警報発報す
ることもできる。
【００１９】
　居室親機３ａ、３ｂ、・・・はそれぞれ同様な構成であって、（親機）表示部３００、
（親機）通話部３０２及び（親機）操作部３０３が備えられている。ここで、表示部３０
０は、集合玄関機１又は（自住戸の）玄関子機２ａ、２ｂ、・・・を使用した来訪者から
の呼出しがあることを表示するとともに、集合玄関機１の映像撮像部１０１及び（自住戸
の）玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の映像撮像部２０１のうち少なくとも集合玄関機１の映
像撮像部１０１にて生成される映像信号を出画するためのものであり、例えば、呼出表示
・報知機能を有するＬＥＤ等の（親機）表示灯３００ａ及び映像出画機能を有するＬＣＤ
、有機ＥＬディスプレイ等のモニタ３００ｂにて構成されている。また、通話部３０１は
、当該居室親機の使用者である居住者が呼出元である来訪者との間で通話を成立させるた
めの音声信号を送受信するものであり、例えば、マイク３０１ａ及びスピーカ３０１ｂに
て構成され、このスピーカ３０１ｂは、前述の呼出報知（呼出発報）機能も有している。
また、操作部３０２は、居住者が来訪者からの呼出しに応答して通話を成立させるための
応答操作、成立中の通話を終了させるための終話操作等を行うものであり、例えば、通話
応答等の操作ボタン３０２ａやこれらの操作機能を有するタッチパネル３０２ｂにて構成
されている。また、表示部３００を構成する表示灯３００ａは、前述の呼出報知機能のみ
ならず、火災センサ４ａ、４ｂ・・・にて感知される（集合住宅内にて発生した）火災を
警報表示することもできる。さらに、通話部３０１を構成するスピーカ３０１ｂについて
も、前述の通話機能のみならず、同様な火災の発生を警報発報することができる。なお、
通話部３０１としては、ハンドセット（図示せず。）を備えることもできる。
【００２０】
　次に、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・を経
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由して接続される玄関子機２ａ、２ｂ、・・・及び居室親機３ａ、３ｂ、・・・の具体的
な構成について、図２、図３のブロック図をそれぞれ参照して説明する。なお、図２に示
す玄関子機２ａ、２ｂ、・・・において、住戸伝送路Ｌ2を経由して制御機６に接続する
ために必要な回路と、この住戸伝送路Ｌ2及び２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31
）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・を接続するために必要な回路についての図示は、省略す
るものとする。
【００２１】
　図２に示す玄関子機２ａ、２ｂ、・・・には、前述の操作部２００（２００ａ）、映像
撮像部２０１、表示灯２０２及び通話部２０３（２０３ａ、２０３ｂ）と、子機ＣＰＵ２
０４、子機タイミングジェネレータ２０５、子機映像処理回路２０６、子機表示灯駆動回
路２０７、子機音声処理回路２０８、信号処理部２０９、電源検出部２１０、信号分離部
２１１と、制御信号処理部２１２、第１乃至第３の切換スイッチ２１３、２１４、２１５
とを備えている。
【００２２】
　この玄関子機２ａ、２ｂ、・・・において、子機ＣＰＵ２０４は、当該玄関子機の構成
各部／回路を制御するためのものである。また、子機タイミングジェネレータ２０５は、
当該玄関子機の構成各部／回路に係る動作タイミングを生成するためのものである。
【００２３】
　子機映像処理回路２０６は、映像撮像部２０１にて生成される映像信号について所定の
信号処理を行うものであり、例えば、Ａ／Ｄ（アナログ／デジタル）変換やサイズ変換、
データ圧縮等を行うことができる。
【００２４】
　子機表示灯駆動回路２０７は、図示しないトランジスタ（やＤ／Ａ変換回路）を経由し
て表示灯２０２を駆動制御するためのものであり、例えば、当該表示灯をＰＷＭ駆動して
点消灯させる態様、当該表示灯をＰＦＭ駆動して点滅させる態様、及び当該表示灯の電圧
振幅をＰＡＭ駆動してその光量を増加させる態様のうち何れか１の態様が適用される。
【００２５】
　子機音声処理回路２０８は、通話部２０３を構成するマイク２０３ａ及びスピーカ２０
３ｂにて送受信される音声信号について所定の信号処理を行うものであり、例えば、Ａ／
Ｄ変換又はＤ／Ａ変換やデータ圧縮／伸張等を行うことができる。
【００２６】
　信号処理部２０９は、子機ＣＰＵ２０４と第１の切換スイッチ２１３を経由して２線の
子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・との間の（双方向の
）信号伝送ラインと、子機映像処理回路２０６から第１の切換スイッチ２１３を経由して
２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・への信号伝送
ラインと、子機音声処理回路２０８と第１の切換スイッチ２１３を経由して２線の子機／
親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・との間の（双方向の）信号
伝送ラインと、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・
・から第１の切換スイッチ２１３、第３の切換スイッチ２１５を経由して通話部２０３を
構成するスピーカ２０３ｂへの信号伝送ラインと、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、
Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・から第１の切換スイッチ２１３、第２の切換スイッ
チ２１４を経由して子機表示灯駆動回路２０７への信号伝送ラインと、をそれぞれ形成す
るためのものである。
【００２７】
　電源検出部２１０は、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31
）、・・・を経由して居室親機３ａ、３ｂ、・・・から給電（電源供給）される電源（子
機待受電源、子機動作電源）の有無を検出するためのものである。
【００２８】
　信号分離部２１１は、電源検出部２１０にて検出される無給電時において、居室親機３
ａ、３ｂ、・・・から２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）
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、・・・、第１の切換スイッチ２１３を経由して伝送されてくる、表示灯２０２を前述の
態様で駆動させる制御信号（警報表示制御信号）及び通話部２０３を構成するスピーカ２
０３ｂにて出力させる警報音（や音声メッセージ）等の音信号（警報発報音信号）をそれ
ぞれ分離するためのものであり、例えば、制御信号（警報表示制御信号）を分離・抽出す
るための高周波数帯域通過の第１のフィルタ２１１ａと、音信号（警報発報音信号）を分
離・抽出するための低周波数帯域通過の第２のフィルタ２１１ｂにて構成されている。
【００２９】
　制御信号処理部２１２は、信号分離部２１１を構成する第１のフィルタ２１１ａを経由
して分離・抽出された制御信号（警報表示制御信号）について所定の信号処理を行うため
のものであり、例えば、全波整流するための整流回路２１２ａと、整流回路２１２ａを経
由した制御信号（警報表示制御信号）の波形整形を行い、当該信号の平均電圧を得るため
の第３のフィルタ２１２ｂにて構成されている。
【００３０】
　第１の切換スイッチ２１３は、電源検出部２１０にて検出される無給電時において、２
線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・から信号分離部
２１１を構成する第１、第２のフィルタ２１１ａ、２１１ｂへの信号伝送ラインを形成す
るためのものである。なお、この切換スイッチ２１３は、電源検出部２１０にて検出され
る給電（電源供給）時によれば、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ
30、Ｌ31）、・・・及び信号処理部２０９の間の信号伝送ラインを形成している。
【００３１】
　第２の切換スイッチ２１４は、電源検出部２１０にて検出される無給電時において、制
御信号処理部２１２を構成する第３のフィルタ２１２ｂから子機表示灯駆動回路２０７へ
の信号伝送ラインを形成するためのものである。なお、この切換スイッチ２１４は、電源
検出部２１０にて検出される給電（電源供給）時によれば、信号処理部２０９から子機表
示灯駆動回路２０７への信号伝送ラインを形成している。
【００３２】
　第３の切換スイッチ２１５は、電源検出部２１０にて検出される無給電時において、信
号分離部２１１を構成する第２のフィルタ２１１ｂから通話部２０３を構成するスピーカ
２０３ｂへの信号伝送ラインを形成するためのものである。なお、この切換スイッチ２１
５は、電源検出部２１０にて検出される給電（電源供給）時によれば、信号処理部２０９
からスピーカ２０３ｂへの信号伝送ラインを形成している。
【００３３】
　次に、図３に示す居室親機３ａ、３ｂ、・・・には、前述の（親機）表示部３００（３
００ａ、３００ｂ）、（親機）通話部３０１及び（親機）操作部３０２と、親機ＣＰＵ３
０３、親機タイミングジェネレータ３０４、親機電源部３０５、センサ接続部３０６、信
号生成部３０７、非常電源給電部３０８、親機表示灯駆動回路３０９、親機映像処理回路
３１０及び親機音声処理回路３１１とが備えられている。
【００３４】
　この居室親機３ａ、３ｂ、・・・において、親機ＣＰＵ３０３は、当該居室親機の構成
各部／回路を制御するためのものである。また、親機タイミングジェネレータ３０４は、
当該居室親機の構成各部／回路に係る動作タイミングを生成するためのものである。
【００３５】
　親機電源部３０５は、商用電源を整流・平滑して得られる直流電源を、待受時、（集合
玄関機１又は）自住戸の玄関子機２ａ、２ｂ、・・・からの呼出時、或いは（当該集合玄
関機又は）当該自住戸の玄関子機との間の通話成立時における電源（親機待受電源、親機
動作電源）として当該居室親機の構成各部／回路に給電（電源供給）するとともに、同様
な待受時、呼出時又は通話成立時における当該電源として玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の
構成各部／回路に給電（電源供給）するための電源（子機待受電源、子機動作電源）を生
成して２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・に重畳
させるものである。
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【００３６】
　センサ接続部３０６は、センサ伝送路Ｌ4a、Ｌ4b、・・・を経由して接続される火災セ
ンサ４ａ、４ｂ、・・・からの火災感知信号を受信し、親機ＣＰＵ３０３に送出するため
のものである。
【００３７】
　信号生成部３０７は、センサ接続部３０６にて火災センサ４ａ、４ｂ、・・・からの火
災感知信号が受信されるような集合住宅内にて火災が発生したとき、玄関子機２ａ、２ｂ
、・・・の表示灯２０２を前述の態様で駆動させる制御信号（警報表示制御信号）及び通
話部２０３を構成するスピーカ２０３ｂにて出力させる警報音等の音信号（警報発報音信
号）を生成するためのものである。また、信号生成部３０７にて生成される制御信号（警
報表示制御信号）及び音信号（警報報知音信号）は、自居室親機の表示部３００を構成す
る表示灯３００ａを駆動させる当該信号、通話部３０１を構成するスピーカ３０１ｂにて
警報音等を出力させる当該信号ともなる。
【００３８】
　なお、信号生成部３０７は、前述の警報報知のための制御信号及び音信号の生成のみな
らず、（集合玄関機１又は）自住戸の玄関子機２ａ、２ｂ、・・・からの呼出しがあるこ
とを呼出表示するための制御信号（呼出表示制御信号）及び音信号（呼出発報音信号）を
生成することもできる。
【００３９】
　非常電源給電部３０８は、センサ接続部３０６にて火災センサ４ａ、４ｂ、・・・から
の火災感知信号が受信されるような集合住宅内にて火災が発生し、親機電源部３０５の動
作（給電動作）が停止したとき、非常電源供給路Ｌ5を経由して接続される非常電源５を
受電して信号生成部３０７を駆動させるためのものである。
【００４０】
　親機表示灯駆動回路３０９は、信号生成部３０７にて生成される制御信号（警報表示制
御信号、呼出表示制御信号）に基づき、図示しないトランジスタ（やＤ／Ａ変換回路）を
経由して表示部３００を構成する表示灯３００ａを駆動制御するためのものであり、例え
ば、当該表示灯をＰＷＭ駆動して点消灯させる態様、当該表示灯をＰＦＭ駆動して点滅さ
せる態様、及び当該表示灯の電圧振幅をＰＡＭ駆動してその光量を増加させる態様のうち
何れか１の態様が適用される。
【００４１】
　親機映像処理回路３１０は、表示部３００を構成するモニタ３００ｂにて出画される映
像信号について所定の信号処理を行うものであり、例えば、Ｄ／Ａ変換やサイズ変換、デ
ータ伸張等を行うことができる。
【００４２】
　親機音声処理回路３１１は、通話部３０１を構成するマイク３０１ａ及びスピーカ３０
１ｂにて送受信される音声信号について所定の信号処理を行うものであり、例えば、Ａ／
Ｄ変換又はＤ／Ａ変換やデータ圧縮／伸張等を行うことができる。
【００４３】
　このように構成された集合住宅インターホン装置において、以下、具体的な動作につい
て説明する。
【００４４】
　図１に示す集合玄関に設置された集合玄関機１又は図１、図２に示すＡ号室、Ｂ号室、
・・・のような各住戸の住戸玄関に設置された玄関子機２ａ、２ｂ、・・・からの呼出し
がなく、また通話を成立していない待受時において、図３に示す各住戸の住戸内に設置さ
れた居室親機３ａ、３ｂ、・・・の親機電源部３０５は、商用電源を整流・平滑させて得
られる所定の電圧レベルの待受電源を生成し、親機待受電源として当該居室親機の構成各
部／回路に給電（電源供給）するばかりでなく、子機待受電源として２線の子機／親機伝
送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・に重畳させている。
【００４５】
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　ここで、図２に示す玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の電源検出部２１０は、２線の子機／
親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・に重畳されている子機待受
電源を受電することで、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の親機電源部３０５からの給電（電
源供給）状態を検出し、受電された子機待受電源を当該玄関子機の構成各部／回路に給電
（電源供給）することができる。
【００４６】
　なお、前述のような給電（電源供給）状態において、玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の第
１乃至第３の切換スイッチ２１３、２１４、２１５はそれぞれ、２線の子機／親機伝送路
Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・と信号処理部２０９との間の（双方向
の）信号伝送ライン、信号処理部２０９から子機表示灯駆動回路２０７への信号伝送ライ
ン、子機音声処理回路２０８から通話部２０３を構成するスピーカ２０３ｂへの信号伝送
ラインを形成している。
【００４７】
　次に、前述のような待受時において、例えば、図１に示す集合玄関に設置された集合玄
関機１又は図１、図２に示すＡ号室の住戸玄関に設置された玄関子機２ａのうち、ここで
は、Ａ号室の住戸玄関に居る来訪者が玄関子機２ａの操作部２００（２００ａ）を使用し
て所定の呼出操作を行うと、この操作を検出した子機ＣＰＵ２０４にて子機呼出信号Ｓ1
が生成される。この子機呼出信号Ｓ1は、子機ＣＰＵ２０４から信号処理部２０９、第１
の切換スイッチ２１３、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）を経由して、図３に
示す居室親機３ａの親機ＣＰＵ３０３に伝送される。
【００４８】
　居室親機３ａの親機ＣＰＵ３０３は、受信した子機呼出信号Ｓ1をもとに自住戸（Ａ号
室）の住戸玄関に居る来訪者からの呼出しがあることを検出し、信号生成部３０７を制御
して表示部３００を構成する表示灯３００ａにて呼出表示を行うための所定のパルス列（
図示せず。）からなる呼出表示制御信号Ｓ10と、通話部３０１を構成するスピーカ３０１
ｂにて呼出発報を行うための呼出音（や音声メッセージ）等の呼出発報音信号Ｓ11とを生
成させるとともに、親機電源部３０５を制御して前述の待受電源よりも高い所定の電圧レ
ベルの動作電源を生成させる。
【００４９】
　ここで、居室親機３ａの親機電源部３０５にて生成された動作電源は、前述の待受電源
と同様、親機動作電源として当該居室親機の構成各部／回路に給電（電源供給）されるば
かりでなく、子機動作電源として２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ3a、Ｌ3b）に重畳され
、これを検出した玄関子機２ａの電源検出部２１０から当該玄関子機の構成各部／回路に
給電（電源供給）される。
【００５０】
　また、居室親機３ａの信号生成部３０７にて生成された呼出表示制御信号Ｓ10及び呼出
発報音信号Ｓ11のうち、呼出表示制御信号Ｓ10が入力された親機表示灯駆動回路３０９で
は、当該呼出表示制御信号を構成する所定のパルス列（図示せず。）により表示部３００
を構成する表示灯３００ａを駆動させることにより、自住戸（Ａ号室）の住戸玄関に居る
来訪者からの呼出しがある旨の呼出表示を行うことができる。一方、呼出発報音信号Ｓ11
が入力された通話部３０１を構成するスピーカ３０１ｂでは、所定の呼出音等を出力させ
ることにより、自住戸（Ａ号室）の住戸玄関に居る来訪者からの呼出しがある旨の呼出発
報を行うことができる。
【００５１】
　なお、居室親機３ａの信号生成部３０７にて生成された呼出表示制御信号Ｓ10及び呼出
発報音信号Ｓ11は、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、玄関子機２ａの第１の
切換スイッチ２１３を経由して信号処理部２０９に送出することもできる。
【００５２】
　玄関子機２ａの信号処理部２０９によれば、受信した呼出表示制御信号Ｓ10及び呼出報
知音信号Ｓ11のうち、呼出表示制御信号Ｓ10は第２の切換スイッチ２１４を経由して子機
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表示灯駆動回路２０７に、呼出発報音信号Ｓ11は第３の切換スイッチ２１５を経由して通
話部２０３を構成するスピーカ２０３ｂに、それぞれ送出する。ここで、呼出表示制御信
号Ｓ10が入力された子機表示灯駆動回路２０７では、当該警報表示制御信号を構成する所
定のパルス列（図示せず。）により表示灯２０２を所定のパターンで駆動させることによ
り、来訪者に対して住戸内の居室親機３ａが正常に呼出報知されたことの確認表示を行う
ことができる。一方、呼出発報音信号Ｓ11が入力されたスピーカ２０３ｂでは、所定の呼
出音等を例えば、呼出確認音として出力させることにより、来訪者に対して住戸内の居室
親機３ａが正常に呼出報知されたことの確認発報を行うことができる。
【００５３】
　なお、前述ように自住戸（Ａ号室）の住戸玄関に居る来訪者からの呼出しがあることを
検出した居室親機３ａの親機ＣＰＵ３０３は、その旨の文字メッセージや絵データ等を、
表示部３００を構成するモニタ３００ｂに表示させて呼出表示を行うこともできる。
【００５４】
　さらに、前述のような動作電源が給電（電源供給）されている玄関子機２ａにおいては
、映像撮像部２０１が能動となり、呼出操作を行った来訪者（住戸玄関の周囲近傍の映像
を含む。）の映像信号が生成される。この映像信号は、映像撮像部２０１から子機映像処
理回路２０６、信号処理部２０９、第１の切換スイッチ２１３、２線の子機／親機伝送路
Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、居室親機３ａの親機映像処理回路３１０を経由して表示部３００を
構成するモニタ３００ｂに伝送される。このモニタ３００ｂには、所定の信号処理がなさ
れた映像信号が出画されることにより、居住者によれば、この映像信号をもとに呼出操作
を行った来訪者の存在を、出力映像と併せて確認できる。
【００５５】
　この後、Ａ号室内に在室中の居住者が自住戸の住戸玄関に居る来訪者との間で通話を成
立させるにあたり、居室親機３ａの操作部３０２（３０２ａ、３０２ｂ）を使用して所定
の応答操作を行うと、この操作を検出した親機ＣＰＵ３０３及び玄関子機２ａの子機ＣＰ
Ｕ２０４の制御によって、居住者により使用される通話部３０１を構成するマイク３０１
ａから親機音声処理回路３１１、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、（玄関子
機２ａの）第１の切換スイッチ２１３、信号処理部２０９、子機音声処理回路２０８を経
由して来訪者により使用される通話部２０３を構成するスピーカ２０３ｂまでの（下り方
向の）信号伝送／通話ラインと、来訪者により使用される通話部２０３を構成するマイク
２０３ａから子機音声処理回路２０８、信号処理部２０９、第１の切換スイッチ２１３、
２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、（居室親機３ａの）親機音声処理回路３１
１を経由して居住者により使用される通話部３０１を構成するスピーカ３０１ｂまでの（
上り方向の）信号伝送／通話ラインとが形成され、これら形成された双方向の当該ライン
を経由して音声信号を送受信させることで通話が成立する。
【００５６】
　次に、前述のような待受時、玄関子機２ａのみならず同様な他の玄関子機２ｂ、・・・
（又は集合玄関機１からの）呼出時、玄関子機２ａのみならず同様な他の玄関子機２ｂ、
・・・（又は集合玄関機１）との間の通話成立時において、集合住宅にて火災が発生する
と、この火災を感知した火災センサ４ａ、４ｂ、・・・にて生成された火災感知信号Ｓ4
が、センサ伝送路Ｌ4、居室親機４ａ、４ｂ、・・・のセンサ接続部３０６を経由して親
機ＣＰＵ３０３に伝送される。
【００５７】
　居室親機３ａ、３ｂ、・・・の親機ＣＰＵ３０３は、受信した火災感知信号Ｓ4をもと
に集合住宅内において火災が発生したことを検出し、親機電源部３０５の駆動が停止せず
待受電源又は動作電源の生成動作が継続する所定の時間内において信号生成部３０７を制
御し、表示部３００を構成する表示灯３００ａ及び玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の表示灯
２０２にて警報表示を行うための所定のパルス信号からなる警報表示制御信号Ｓ20a、Ｓ2
0b、Ｓ20cと、通話部３０１を構成するスピーカ３０１ｂ及び玄関子機２ａ、２ｂ、・・
・の通話部００３を構成するスピーカ２０３ｂにて警報発報を行うための警報音（や音声
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メッセージ）等の警報発報音信号Ｓ21とを生成させる。
【００５８】
　ここで、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の信号生成部３０７にて生成される当該警報表示
制御信号としては、例えば、図４（Ａ）に示すような、表示灯３００ａ、２０２が有する
点消灯の周期をＰＷＭ駆動して点消灯の周期を時間の経過に伴い変化することで当該表示
灯の光量を増加させるように図示しないトランジスタへの出力パルスを制御する第１の警
報表示制御信号Ｓ20aと、図４（Ｂ）に示すような、表示灯３００ａ、２０２が有する点
滅の周期をＰＦＭ駆動させ、点滅の周期が時間の経過に伴い変化するように図示しないト
ランジスタへの出力パルスを制御する第２の警報表示制御信号Ｓ20bと、図４（Ｃ）に示
すような、表示灯３００ａ、２０２の電圧振幅をＰＡＭ駆動して電圧振幅を時間の経過に
伴い変化することで当該表示灯の光量を増加させるように図示しないＤ／Ａ変換回路を経
由してトランジスタへの出力パルスを制御する第３の警報表示制御信号Ｓ20cとのうち、
何れか１の当該警報表示制御信号が適用される。
【００５９】
　ここで、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の信号生成部３０７にて生成された第１乃至第３
の警報表示制御信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ20cのうち何れか１の当該警報表示制御信号が入力
された親機表示灯駆動回路３０９では、第１の警報表示制御信号Ｓ20aを構成する図４（
Ａ）に示す所定のパルス列により表示部３００を構成する表示灯３００ａをＰＷＭ駆動す
ることで当該表示灯の光量を増加させる態様、第２の警報表示制御信号Ｓ20bを構成する
図４（Ｂ）に示す所定のパルス列により表示灯３００ａをＰＦＭ駆動することで当該表示
灯の点滅の周期を変化させる態様、第３の警報表示制御信号Ｓ20cを構成する図４（Ｃ）
に示す所定のパルス列により表示灯３００ａの電圧振幅をＰＡＭ駆動して当該表示灯の光
量を増加させる態様のうち何れか１の態様に基づき、集合住宅内にて火災が発生した旨の
警報表示を行うことができる。一方、警報発報音信号Ｓ21が入力されたスピーカ３０１ｂ
では、所定の警報音等を出力させることにより、集合住宅内にて火災が発生した旨の警報
発報を行うことができる。
【００６０】
　また、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の信号生成部３０７にて生成された第１乃至第３の
警報表示制御信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ20cのうち何れか１の当該警報表示制御信号及び警報
発報音信号Ｓ21は、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、
・・・、玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の第１の切換スイッチ２１３を経由して信号処理部
２０９に伝送される。
【００６１】
　玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の信号処理部２０９によれば、前述のような居室親機３ａ
、３ｂ、・・・の親機電源部３０５の駆動が停止せず動作電源の生成が継続する所定の時
間内においては、その動作状態が確保されるため、受信した第１乃至第３の警報表示制御
信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ20cのうち何れか１の当該警報表示制御信号は第２の切換スイッチ
２１４を経由して子機表示灯駆動回路２０７に、同様に受信した警報発報音信号Ｓ21は第
３の切換スイッチ２１５を経由して通話部２０３を構成するスピーカ２０３ｂに、それぞ
れ送出する。ここで、第１乃至第３の警報表示制御信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ20cのうち何れ
か１の当該警報表示制御信号が入力された子機表示灯駆動回路２０７では、第１の警報表
示制御信号Ｓ20aを構成する図４（Ａ）に示す所定のパルス列により表示灯２０２をＰＷ
Ｍ駆動することで当該表示灯の光量を増加させる態様、第２の警報表示制御信号Ｓ20bを
構成する図４（Ｂ）に示す所定のパルス列により表示灯２０２をＰＦＭ駆動することで当
該表示灯の点滅の周期を変化させる態様、第３の警報表示制御信号Ｓ20cを構成する図４
（Ｃ）に示す所定のパルス列により表示灯２０２の電圧振幅をＰＡＭ駆動して当該表示灯
の光量を増加させる態様のうち何れか１の態様に基づき、集合住宅内にて火災が発生した
旨の警報表示を行うことができる。一方、警報発報音信号Ｓ21が入力されたスピーカ２０
３ｂでは、所定の警報音等を出力させることにより、集合住宅内にて火災が発生した旨の
警報発報を行うことができる。
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【００６２】
　次に、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の親機ＣＰＵ３０３にて火災の発生が検出された後
、親機電源部３０５の駆動が停止し、待受電源又は動作電源が生成されなくなると、非常
電源供給路Ｌ5を経由して接続される非常電源５が非常電源給電部３０９にて受電開始さ
れる。ここで、非常電源給電部３０９は、受電された非常電源５をもとに信号生成部３０
７における第１乃至第３の警報表示制御信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ20cのうち何れか１の当該
警報表示制御信号及び警報発報音信号Ｓ21の生成動作を継続させることができる。
【００６３】
　また、前述のような、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の親機電源部３０５の駆動が停止し
、電源が生成されなくなると、これを検出した玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の電源検出部
２１０は、第１乃至第３の切換スイッチ２１２、２１３、２１４をそれぞれ切換え、２線
の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・から信号分離部２
１１（を構成する第１、第２のフィルタ２１１ａ、２１１ｂ）への信号伝送ライン、制御
信号処理部２１０を構成する第３のフィルタ２１１ｂから子機表示灯駆動回路２０７への
信号伝送ライン、信号分離部２１１を構成する第２のフィルタ２１１ｂから通話部２０３
を構成するスピーカ２０３ｂへの信号伝送ライン、をそれぞれ形成させる。
【００６４】
　これにより、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の親機電源部３０５の駆動が停止しても非常
電源５によりその動作が継続されている信号生成部３０７にて生成された第１乃至第３の
警報表示制御信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ20cのう何れか１の当該警報表示制御信号及び警報発
報音信号Ｓ21は、２線の子機／親機伝送路Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・
・・、玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の第１の切換スイッチ２１３を経由して信号分離部２
１１に伝送される。
【００６５】
　玄関子機２ａ、２ｂ、・・・において、信号分離部２１１を構成する第１、第２のフィ
ルタ２１１ａ、２１１ｂは、受信した第１乃至第３の警報表示制御信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ
20cのうち何れか１の当該警報表示制御信号及び警報発報音信号Ｓ21を分離・抽出し、第
１乃至第３の警報表示制御信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ20cのうち何れか１の当該警報表示制御
信号は、制御信号処理部２１２を構成する整流回路２１２ａ及び第３のフィルタ２１２ｂ
を順次経由して全波整流、波形整形等の所定の信号処理を行った後、第２の切換スイッチ
２１４を経由して子機表示灯駆動回路２０７に送出する。一方、同様に分離・抽出された
警報発報音信号Ｓ21については、第３の切換スイッチ２１５を経由して通話部２０３を構
成するスピーカ２０３ｂに送出する。
【００６６】
　これにより、火災の発生に伴い居室親機３ａ、３ｂ、・・・の親機電源部３０５の駆動
が停止しても、非常電源５によりその動作が継続されているため、第１乃至第３の警報表
示制御信号Ｓ20a、Ｓ20b、Ｓ20cのうち何れか１の当該警報表示制御信号が入力された玄
関子機２ａ、２ｂ、・・・の子機表示灯駆動回路２０７では、第１の警報表示制御信号Ｓ
20aを構成する図４（Ａ）に示す所定のパルス列により表示灯２０２をＰＷＭ駆動するこ
とで当該表示灯の光量を増加させる態様、第２の警報表示制御信号Ｓ20bを構成する図４
（Ｂ）に示す所定のパルス列により表示灯２０２をＰＦＭ駆動することで当該表示灯の点
滅の周期を変化させる態様、第３の警報表示制御信号Ｓ20cを構成する図４（Ｃ）に示す
所定のパルス列により表示灯２０２の電圧振幅をＰＡＭ駆動して当該表示灯の光量を増加
させる態様のうち何れか１の態様に基づき、集合住宅内にて火災が発生した旨の警報表示
を継続して行うことができる。一方、警報発報音信号Ｓ21が入力された通話部２０３を構
成するスピーカ２０３ｂでは、所定の警報音等を出力させることにより、集合住宅内にて
火災が発生した旨の警報発報を継続して行うことができる。
【００６７】
　前述までの説明から明らかなように、本発明の集合住宅インターホン装置によれば、居
室親機３ａ、３ｂ、・・・の親機電源部３０５から２線の伝送路（子機／親機伝送路）Ｌ
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3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・を経由して玄関子機２ａ、２ｂ、・・・
への給電（電源供給）の有無を電源検出部２１０にて検出し、この電源検出部２１０にて
検出される給電時又は無給電時の相違に応じて第１乃至第３の切換スイッチ２１３、２１
４、２１５を制御することで、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の信号生成部３０７にて生成
される、玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の表示部２０２にて警報表示を行うための制御信号
及び玄関子機２ａ、２ｂ、・・・のスピーカ２０３ｂにて警報発報を行うための警報音等
の音信号の信号伝送ラインを切換え、さらには無給電時における信号生成部３０７の動作
電源を非常電源５により確保することができる。これにより、給電時又は無給電時の相違
を問わずして、集合住宅内にて発生した火災を、配線の省線化が図られた２線の伝送路（
子機／親機伝送路）Ｌ3a（Ｌ30、Ｌ31）、Ｌ3b（Ｌ30、Ｌ31）、・・・を経由して接続さ
れる居室親機３ａ、３ｂ、・・・の制御によって玄関子機２ａ、２ｂ、・・・にて警報報
知（警報表示、警報発報）することができる。
【００６８】
　なお、本発明の集合住宅インターホン装置においては、特定の実施の形態をもって説明
してきたが、この形態に限定されるものでなく、本発明の効果を奏する限り、これまで知
られた如何なる構成の当該装置であっても採用できるということはいうまでもないことで
ある。
【００６９】
　具体的に、本発明の実施例によれば、居室親機３ａ、３ｂ、・・・の信号生成部３０７
にて生成される、玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の表示灯２０２を駆動させる制御信号（警
報表示制御信号）及び通話部２０３を構成するスピーカ２０３ｂにて出力させる警報音等
の音信号（警報発報音信号）について、自居室親機の表示部３００を構成する表示灯３０
０ａを駆動させる当該信号、通話部３０１を構成するスピーカ３０１ｂにて警報音等を出
力させる当該信号として共通化させたが、この態様に限定されるものではない。例えば、
玄関子機２ａ、２ｂ、・・・の表示灯２０２を駆動させる制御信号（警報表示制御信号）
及び通話部２０３を構成するスピーカ２０３ｂにて出力させる警報音等の音信号（警報発
報音信号）と、自居室親機の表示部３００を構成する表示灯３００ａを駆動させる制御信
号（警報表示制御信号）及び通話部３０１を構成するスピーカ３０１ｂにて警報音等を出
力させる音信号（警報発報音信号）とを、それぞれ異なるパターンの当該信号として生成
し適用することもできる。
【符号の説明】
【００７０】
　２ａ、２ｂ、・・・ ……玄関子機
　　２０２……表示灯
　　２０３ｂ……スピーカ
　　２１０……電源検出部
　　２１１……信号分離部
　　２１２……制御信号処理部
　　２１３、２１４、２１５……第１乃至第３の切換スイッチ
　３ａ、３ｂ、・・・ ……居室親機
　　３０５……親機電源部
　　３０７……信号生成部
　　３０８……非常電源給電部
　５……非常電源
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